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中砂 し、細粒分を多少含む

礫は 下主体
径 のコンクリート片
点在
上部に木片混入

砂質シルトとシルト質砂が互層をな
し、砂質シルトが優勢
砂は細～中砂を主体とし、局所的に
径 程度以下の円礫点在
含水中位

細砂を多少含む粘性土
砂分はやや不規則に混入
m付近は腐植物を多く含み、黒灰色
を呈す
含水やや多い

細～中砂を主体とする
細粒分はやや不規則に混入し、所々
粘性土状をなす
含水中位

礫は径 程度以下の円礫を主体と
し、最大径は 程度
マトリクスは粗砂を主体とする
1m程度以深は細粒分を多少含む
4m付近は、粘性土を薄くはさむ
含水多い
孔壁の崩壊性が多少認められる

中砂を主体とし、粒径やや不均一
径 程度以下の円礫点在
上部は細粒分がやや多い
含水中位

礫は 程 以下 礫を主体と
し、最大径は 程度
マトリクスは粗砂を主体とし、粒径
不均一
孔壁の崩壊性及び掘削水の漏水が多
少認められる

火山灰を多少～多く含む粘性土
砂は細砂からなる
含水多い

礫は径 程度以下の亜円礫を主体
とし、最大径は50mm程度
マトリクスは粗砂を主体とする
上部は細粒分を多く含む
含水やや多い
掘削水の漏水が多少認められる
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